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研究要旨 

川崎病は全身の中小の動脈を中心とした血管炎であるが、経時的な冠動脈傷

害進行の機序は不明である。セレクチンは免疫系で機能する可溶性細胞接着分

子で、炎症時には血管内皮細胞より P 及び E セレクチン、血小板より P セレク

チンが発現される。川崎病急性期における可溶性細胞接着分子（セレクチンフ

ァミリー）の動態が明らかになり、これらが冠動脈傷害、およびガンマグロブ

リン大量療法反応性の予測因子と成りうることが明らかになった。   

 

A. 研究目的 川崎病は全身の中小の

動脈を中心とした血管炎であるが、

経時的な冠動脈傷害進行の機序は

不明である。セレクチンは免疫系

で機能する可溶性細胞接着分子で、

炎症時には血管内皮細胞より P 及

び E セレクチン、血小板より P セ

レクチンが発現される。川崎病に

おける P 及び E セレクチンの値が

ガンマグロブリン大量療法効果判

定及び、冠動脈病変発達の予測因

子と成り得るかを検討する。 

B. 研究方法 川崎病患者 52名につい

て、血漿中の P 及び E セレクチン

を Elisa法にて測定し、これらを 2

群に分けた。（1）ガンマグロブリ

ン大量療法反応例 30 名、（2）ガ

ンマグロブリン大量療法不応例 

22 名、（11 名に冠動脈病変合併）。

とはガンマグロブリン投与後 48時

間以内に 38℃以下に解熱せず CRP

の値が 50％以下にならない症例を

ガンマグロブリン大量療法不応例

と定義した。 

C. 研究結果 ガンマグロブリン大量

療法投与前の Eセレクチンは、ガ

ンマグロブリン大量療法不応例に

おいて有意に高い値となった（E

セレクチン：203.2±16.6 vs. 131.2

±9.8 ng/ml ,p＜0.05）。P セレクチ

ンでは 2群間において有意差は認

めなかった。 ガンマグロブリン

大量療法投与後 48時間では 2群間

での P 及び Eセレクチンではガン

マグロブリン大量療法不応例が有

意に高い値となった （P セレクチ



ン 247.2±34.2 vs.153.9±34.1 ng/ml, 

p＜0.05）、（Eセレクチン 160.0±

14.9 vs.98.9±9.2 ng/ml, p＜0.05）。P

セレクチンにおいてγ-gl不応例の

うち冠動脈病変合併例 7名と非合

併例 8名のγ-gl投与前の値に有意

な差はなかった、しかし同一症例

において Eセレクチンでは冠動脈

病変合併例が有意にい値となった 

（217.2±18.7 vs.16±10 ng/ml p＜

0.05）。 

D. 総括 川崎病において血漿中のセ

レクチンの変化は血管炎の活動性

の推移を示唆していると考えられ

る。川崎病による血管炎の病態生

理を理解する上で臨床上重要な指

標となりうる可能性が示唆された。 

E. 結論 川崎病急性期における可溶

性細胞接着分子が冠動脈傷害及び

ガンマグロブリン大量療法反応性

の予測因子と成りうる。 
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